
































の中の詩人 : Coleridgeと Shelleyの ‘Aeolian Harp’を読む




















‘that simplest lute’ という表現で「風鳴琴」を提示する。風鳴琴は Aeolian 
Harpとも Eolian Harpとも記述されるが，Wind Harp と呼ばれることもあ
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義では音楽性の理解とヴィジュアルなイメージの構築の助けとしてWind 
Harpの映像および音色を経験してもらった。〕この第 2段落の最後で，詩









であれば，人間に知的活動を行わせるのは one intellectual breezeであろう，
と考える。しかしながら，こうした one intellectual breezeに Coleridgeは
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　さて，Coleridgeの詩は，今回のタイトルで「疾風」と表現した風とは
そぐわず，むしろ「微風」と呼ぶべきかもしれない。「疾風」という表現
は Shelleyの Ode to the West Wind にこそ相応しいように思われる。
　第 1連から西風が登場するが，重要なのは，何と言っても，第 1連の最











受ける対象との差異の意識が，最終連の詩人の願望 Make me thy lyreへと
帰結する。詩人は自らを森と同じ位置に置きつつ，西風の The tumult of 




れ，第 1連 2行目の the leaves deadと呼応する。そして，西風が Destroyer 
であるとともに Preserverの役割をも担っていることに期待しながら，詩
人は Scatter . . . my words among man kindと述べる。詩人の言葉がどのよ
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Ode to the West Windの社会への流通を梃子として，思想的な面でも社会的
な認知を求めようとしていたと考えられる。「冬来たりなば，春遠からじ」
とも訳される有名な最終行には，詩人の様々な意味での再生への願いが込
められていると考えられる。
